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瞬く間に時が流れ、和歌山に来て既に半年が経ちました。和歌山大学での留学生活はまさ

に私の人生における貴重な体験です。 

 和歌山にやってきたその日は、まばゆい光があふれる春の日でした。その日から私は和歌

山の美しい景色に引き込まれていきました。通学には宿舎である国際交流会館から和歌山大

学のキャンパスまで、自転車で４０分ほど

かかって、ようやく山の麓の自転車置き場

に到着し、そこからまた山の上に建つキャ

ンパスまでさらに１０分ほどの山道を歩い

て登らなければなりません。しかし、通学路

は古い歴史のある和歌山城、紀ノ川にか

かる北島橋、両側に野花の咲き乱れる山

道と、和歌山の自然や風景にじかに触れる

ことができます。通学は疲れるけれど、緑

の木々に囲まれた静かな環境のキャンパ

スを一目見ると疲れていることも忘れ、読

書をしたくなるのです。キャンパスの中は、

四季の変化による美しい景色が楽しめて、

とても趣があります。春は、木の上の桜の

花と、庭のツツジの花が次々と咲いて、夏

には、いたるところに熟した山桃が甘酸っ

ぱくて食べてみるととてもおいしいのです。

聞くところによると、山が一面に紅葉する秋

がもっとも美しいそうで、私はとても待ち焦

がれています。晴れ渡った日には、教育学

部のＬ棟の５階に立つと、そこからは青い

大海原を臨むことができ、大自然の偉大さ

に思わず息を呑みそうになります。 

 和歌山大学ほど勉強するのに適した静かな環境のところはない上に、さらに留学生を対象と

した日本語クラスがあり、日本語能力の不足を補ってくれます。日本語の長友先生は教育経験

が豊富でとても素敵な先生です。日本語Ⅱ

Ａの授業のクラスは、各国からの留学生が

与えられたテーマの話題について生徒が

自由に意見交換できるので各国の異文化

を理解することができ、また日本語ⅡＢの

授業クラスは、新聞記事を読んで自分の意

見や考えを発表するので日本語能力の向

上と共に日本の社会情勢も理解することが

できます。日本事情と Japan study の授業

では、それぞれ各分野の先生が講座形式

により、日本の文化や歴史に関する知識を

教えてくださいます。もし自由な時間があれ



ば、校内の全学部向けの授業を聞いてみたり、図書館で好きな本を読んだりして、もっと勉強す

ることもできます。校内には留学生向けに日本文化が体験できる活動が大変多くあって、私も

参加したことのある茶道を始め、華道、着付け、合気道の学習活動があり、楽しみながら日本

の伝統文化を身につけることができて本当に有意義です。 留学前は家族と離れ、一人で日本

へ来ると思うと大変寂しく思っていたのですが、ボランティアの先生方のおかげで留学生活は豊

かで多彩なものになりました。 

 和歌山大学では留学生の面倒を見てくださるボランティアの先生が大変大勢いらっしゃっ

て、生活面で何か困ったことが起きたときには、いつでも先生は手助けしてくださいます。和歌

山に来たばかりの頃、武田先生は私達留学

生に炊飯器などの生活用品を届けてくださり、

心の底から暖かくなりました。Ｗin concordな

どのボランティア組織の支援のもと、私達は

和歌山市の様々な行事を体験しました。紀州

踊りの時には、市役所沿いの大通りを和歌

山大学の留学生達と一緒に踊ったり、よさこ

い踊りの時には、ボランティアで交通指導もし

たりし、また、サマーキャンプの時には多くの

友人達と合宿をしました。これらのことはすべ

て私の人生の中で、まだしたことがない体験

でした。また、勉強の方でもボランティアの先

生が私達に日本語の個別指導をしたり、日

本の社会風俗を教えたりしてくださいます。私

はお母さんのように優しい青木先生とペアに

なっています。ほとんど毎週のように先生の

家に伺って、一緒に勉強したり、食事を作っ

たり、雑談をしたりしています。先生の台所の

中で、私はとてもたくさんの本場の日本料理

の作り方を教わり、その上、パンの作り方ま

で学びました。青木先生と彼女の夫と３人で

一緒に食事をすることで、一般家庭の温かさ

を味わっています。 

現在、私は和歌山市内の和歌山大学国際交流会館に住んでいますが、周辺には業務スー

パーやコンビニ、百円ショップなど、買い物にとても便利な場所もあります。会館は４階建ての建

物で、全部で２４室あり、すべてシングル・ルームです。室内には浴室と洋服だんす、台所、冷

蔵庫、本棚、テレビ、机と椅子、ベッド、エアコンなど設備が整っています。もっともうれしいのは

ベランダがあることです。私はいつもベランダに立って外の風景を観賞しています。夏の頃は正

面にある木がまるで蝉の楽園のようです。木々の枝を透かして、近くの県立図書館が見えます。

まるでいつも「さあ、一緒に勉強しましょう。」と私を招いているようです。２階には、さらに集会室

があります。みんな時間の空いている時には各国から留学している仲間達が集まって、パーテ

ィーをしたり、卓球をしたり、雑談をしたりして交流するので、留学生活はちっとも寂しくありませ

ん。みんな自分の夢のために日々努力をして励ましあうので、私もファイトが湧いてきます。 

和歌山大学に留学できたことは、私の人生における貴重な体験です。まったく新しいことに触

れて、視野を広げることができ、私は大変幸運だと感じています。 

 


